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コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
試
み

　

栃
木
県
は
関
東
平
野
の一
番
奥
ま
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。北
に
は
日
光
連
山

や
、那
須
連
山
が
屏
風
の
よ
う
に
立
ち
上
が
り
、昔
か
ら「
災
害
が
少
な
く
住
み

や
す
い
土
地
」と
言
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
ん
な
に
豊
か
で
素
晴

ら
し
い
土
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、高
校
を
卒
業
す
る
と
首
都
圏
の
大
学

に
進
学
し
た
り
、就
職
す
る
こ
と
で
故
郷
を
離
れ
る
学
生
が
増
え
て
い
る
の
で

す
。そ
の
数
は
進
学
す
る
高
校
３
年
生
全
体
の
70
％
を
超
え
る
と
い
い
ま
す
。私

た
ち
の
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
に
は
19
の
高
等
教
育
機
関
が
加
盟
し
て
お

り
ま
す
。栃
木
県
内
で
も
工
学
、経
済
学
、医
学
、芸
術
な
ど
幅
広
い
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。加
盟
校
は
そ
れ
ぞ
れ
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か

し
て
、積
極
的
に
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、教
育
内
容
は
首
都
圏
の
教

育
機
関
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、大
変
残
念

な
こ
と
に
高
校
生
が
な
か
な
か
足
元
を
見
て
く
れ
な
い
、と
い
う
の
が
現
実
で

す
。「
大
学
時
代
ぐ
ら
い
は
都
会
で
生
活
を
し
た
い
」と
い
う
高
校
生
の
気
持
ち

も
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、郷
土
愛
の
欠
如
も
大
き
な
原
因
で
は

な
い
か
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
広
報
事
業
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。大
学
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
を
企
業
や
行
政
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、県
内
外
の
高

校
生
に
対
し
て
県
内
大
学
の
魅
力
を
発
信
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。毎
年
一

般
向
け
、高
校
生
向
け
の
パン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、関
係
機
関
に
配
布
す
る
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
の
知
名
度
は
決
し
て

高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。産
学
公
の
連
携
、な
ど
を
目
的
に
各
種
講
演
会
、講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、や
は
り
、成
否
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
知
名
度
だ
と

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
内
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、外
部
の
イ
ベン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

学
長　

上 

野 

孝 

子

宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
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大学コンソーシアムとちぎ大学コンソー

学生活動支援事業
平成22年度に採択された学生支援事業は以下の６事業でした。

緑
を
育
て
る
た
め
の
学
生
交
流
会

事
業
の
内
容
等

　

宇
都
宮
大
学
に
て
、「
第
６
回  

緑
を
育
て
る
た

め
の
学
生
交
流
会
」
を
上
記
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。  

　

第
１
部
の
「
環
境
問
題
に
関
す
る
講
演
会
」
で

は
、
宇
都
宮
大
学
学
長  

進
村
武
夫
様
を
は
じ

め
、
栃
木
県
議
会
議
長  

野
田
尚
吾
様
、
元
衆
議

院
議
員  

船
田
元
様
、
宇
都
宮
市
環
境
対
策
課  

柴
田
賢
司
様
、
栃
木
県
造
園
建
設
業
協
会
会
長  

高
梨
道
太
郎
様
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
足
尾
に
緑
を
育
て

る
会
会
長  

神
山
英
昭
様
の
６
名
か
ら
、
環
境
に

関
す
る
講
演
、
ま
た
、
就
職
難
と
い
わ
れ
る
現
代

に
、学
生
時
代
を
ど
う
過
ご
す
か
、と
い
う
こ
と
に

つい
て
も
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

第
２
部
の
親
睦
会
で
は
、
リ
ン
ク
栃
木BREX

の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
で
あ
るBREX

Y

の
メ
ン
バ
ー
と

の
環
境
問
題
を
交
え
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
で
、大

学
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

　

活
動
実
施
状
況
の
詳
細
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ
生

涯
学
習
研
究
会
の
母
体
で
あ
り
ま
す
、

機

関

名

団
体
等
名

学
生
代
表
者

責
任
教
職
員

支
援
金
額

実
施
時
期

実
施
場
所

宇
都
宮
大
学

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
研
究
会

村
上　

澪
生

宇
都
宮
大
学
農
学
部

農
業
経
済
学
科
２
年

藤
井　

佐
知
子

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

１
０
０
，０
０
０
円

平
成
22
年
12
月
11
日（
土
）

15
時
30
分
か
ら
19
時 

宇
都
宮
大
学  

学
生
会
館  

多
目
的
ホ
ー
ル
及
び
学
生
食
堂

事 業 名

第
６
回

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

http://w
w
w
.geocities.jp/npo_lsst/index.htm

　

夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
、日
ご
ろ
な
か

な
か
で
き
な
い
暗
く
な
って
か
ら
の
皆
で
の
活
動
に

わ
く
わ
く
す
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
活
動
は
、
主
に
プ
ー
ル
遊
び
で
す
。プ

ー
ル
は
私
た
ち
の
団
体
が
貸
切
で
使
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。普
段
、
民
間
の
プ
ー
ル
施
設
で
は
他
の

お
客
さ
ん
も
い
る
た
め
に
活
動
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
って
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
大
型
の
プ
ー
ル
遊
具

な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。

宮
チ
ル
キ
ャ
ン
プ

事
業
の
内
容
等

　

本
事
業
で
あ
る
宮
チ
ル
キ
ャ
ン
プ
は
、
年
に一度

夏
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、普

段
宮
チ
ル
に
来
て
い
る
小
学
４
年
生
か
ら
22
歳
ま

で
の
障
害
児
・
者
17
人
と
、
学
生
・Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
24
人
の
計
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
泊
２
日
で
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

に
行
き
、
夏
な
ら
で
は
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

１
日
目
の
主
な
活
動
は
、
な
ぎ
さ
活
動
、
野
外

調
理
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。ま
ず
、
な
ぎ
さ

活
動
で
は
、
海
の
浅
瀬
で
水
遊
び
を
し
た
り
砂
浜

で
自
由
に
遊
び
ま
し
た
。

　

次
に
野
外
調
理
で
は
、
夕
飯
の
カ
レ
ー
作
り
を

行
い
ま
し
た
。火
を
お
こ
す
係
、食
材
を
切
る
係
に

分
か
れ
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
力
を
借
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
自
身
で
カ

レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

機

関

名

団
体
等
名

学
生
代
表
者

責
任
教
職
員

支
援
金
額

実
施
時
期

実
施
場
所

宇
都
宮
大
学  

修
学
支
援
課

宇
都
宮
チ
ル
ド
レ
ン

本
間  

真
央

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

特
別
支
援
教
育
専
攻
３
年

陣
内  

雄
次

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

８
１
，８
９
０
円

平
成
22
年
７
月
17
日（
土
）〜

18
日（
土
） 

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

事 業 名

白
鴎
大
学

ラ
イ
ン
ボ
ー
ル
ド
ゼ
ミ

伊
東　

実
里

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

英
語
教
育
専
攻
３
年

Lorraine Reinbold

２
５
，０
０
０
円

平
成
22
年
４
月
〜
８
月
末 

白
鴎
大
学

事
業
の
内
容
等

　

小
山
市
に
住
む
外
国
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
使
用

者
多
数
）、小
山
市
に
来
た
外
国
人
、日
本
人
に
大

学
生
の
お
勧
め
す
る
飲
食
店
や
観
光
地
を
紹
介

し
、
小
山
市
の
活
性
化
の一環
と
し
て
、
小
山
市
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
作
っ
た
。ま
た
、こ

の
活
動
を
通
し
て
、
身
近
な
地
域
社
会
か
ら
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
出
し
、
人
と
地
域
を

結
ぶ
中
間
集
団
と
し
て
自
分
た
ち
の
英
語
能
力

を
活
か
し
、実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
営
・
重
要

性
に
つい
て
学
ん
だ
。

機

関

名

団
体
等
名

学
生
代
表
者

責
任
教
職
員

支
援
金
額

実
施
時
期

実
施
場
所

ラ
イ
ン
ボ
ー
ル
ド
ゼ
ミ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
チ
ー
ム 

事 業 名
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大学コンソーシアムとちぎ

「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」上
映
会

事
業
の
内
容
等

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ご
み
山
（
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
）

で
暮
ら
す
人
々
の
支
援
を
行
って
い
る
四
ノ
宮
浩
監

督
の
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
を
上
映
。こ
れ
は
、
換
金
で

き
る
ご
み
を
拾
っ
て
生
活
す
る
家
族
に
20
年
以
上

密
着
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

同
じ
ア
ジ
ア
の
中
で
も
、い
ま
だ
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
で
生
活
す
る
人
々
や
、彼
ら
の
た
め
に
人
生
を

か
け
て
支
援
を
続
け
る
日
本
の
監
督
の
存
在
を
通

し
て
、学
生
の
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
る
原
動

力
に
繋
げ
る
。

　

さ
ら
に
、監
督
の
講
演
を
行
い
、映
画
で
の
苦
労

や
裏
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
疑
問
点
や
問
題
点

が
あ
る
場
合
は
そ
の
場
で
監
督
に
質
問
を
す
る
。

海
外
で
の
支
援
活
動
や
そ
れ
を
行
う
映
画
監
督

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
し
て
、
何
が
問

題
な
の
か
、
何
が
必
要
な
の
か
考
え
た
上
で
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
。他
の
学
生
な
ど
と

意
見
を
交
わ
す
る
こ
と
で
、新
し
い
発
見
や
、自
分

が
与
え
た
い
も
の
と
相
手
が
求
め
て
い
る
こ
と
の
違

い
や
気
づ
き
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

機

関

名

団
体
等
名

学
生
代
表
者

責
任
教
職
員

支
援
金
額

実
施
時
期

実
施
場
所

宇
都
宮
大
学

「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」上
映
実
行
委
員
会

高
橋　

里
詠
子

宇
都
宮
大
学 

国
際
学
部

国
際
文
化
学
科
４
年

阪
本　

公
美
子

宇
都
宮
大
学

１
０
０
，０
０
０
円

平
成
22
年
１
月
23
日（
日
）

宇
都
宮
大
学  

峰
が
丘
講
堂

バ

ス

ー

ラ

事 業 名

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

防
犯
啓
発
活
動
・
夜
回
り
活
動

事
業
の
内
容
等

　

県
内
１
団
体
に
認
め
ら
れ
る
「
若
い
世
代
の
参

加
促
進
を
図
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
実

施
団
体
」の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
若

い
世
代
の
防
犯
活
動
への
参
加
促
進
、
宇
都
宮
市

内
中
心
お
よ
び
、
夜
間
の
学
内
の
防
犯
を
高
め
る

た
め
に
、月
に
２
回
程
度
、毎
回
コ
ー
ス
の
違
っ
た
ル

ー
ト
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
。ま
た
、
栃
木
県

警
と
連
携
し
広
報
啓
発
活
動
を
宇
都
宮
大
学
内

等
で
行
っ
た
。

機

関

名

団
体
等
名

学
生
代
表
者

責
任
教
職
員

支
援
金
額

実
施
時
期

実
施
場
所

宇
都
宮
大
学

栃
木
ま
も
ろ
ー
が

田
中　

和
豊

宇
都
宮
大
学
農
学
部

生
物
生
産
科
学
科
３
年

森
嶋　

武
美

宇
都
宮
大
学
学
務
部

学
生
支
援
課

８
８
，２
０
０
円

平
成
22
年
10
月
31
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日

宇
都
宮
市
内

事 業 名

事
業
の
内
容
等

　

今
回
の
事
業『
ソ
ケ
リ
ッ
サ
！ in U

tsunom
iya 

公
演
＆ 

講
演
』で
は
、ま
ず
、第
一部
と
し
て
、ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
、ホ
ー
ム
レ
ス
経
験
者
の
肉
体
表
現
ユニ

ッ
ト「
ソ
ケ
リ
ッ
サ
！
」の
公
演
を
宇
都
宮
大
学
峰
ヶ

丘
講
堂
で
行
い
ま
し
た
。前
日
よ
り
、メ
ン
バ
ー
の
方

は
前
日
よ
り
講
堂
に
て
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。演
目
は
２
０
１
０
年
公
演
の

『
全
知
全
能
』を
宇
都
宮
大
学
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン

ジ
し
た
特
別
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
し
た
。ま
た
第
二
部

と
し
て
、
学
生
二
名
が
司
会
進
行
を
担
って
、ソ
ケ

リ
ッ
サ
！ 

の
メ
ン
バ
ー
の
踊
り
に
対
す
る
思
い
や
日

ご
ろ
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。ま

た
会
場
の
方
々
と
メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流

を
は
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演 

＆ 

講
演
は
総
合
人
間
形
成
課
程
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
受
講
生
を
中
心
と
し
て
学

生
主
体
で
企
画
・
準
備
・
運
営
を
行
い
、宣
伝
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
進
行
管
理
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
仕
事
を
分
担
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

　
ソ
ケ
リ
ッ
サ
! !
Ｈ
Ｐ（http://sokerissa.net/

） 

　

右
記
の
Ｈ
Ｐ
に
次
の
公
演
予
定
や
過
去
の
公
演

が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

支
援
金
額

実
施
時
期

実
施
場
所

１
０
０
，０
０
０
円

平
成
21
年
２
月
13
日 

宇
都
宮
大
学
峰
ヶ
丘
講
堂

機

関

名

団
体
等
名

学
生
代
表
者

責
任
教
職
員

宇
都
宮
大
学

プ
ロ
ジェク
ト
研
究
ソ
ケ
リ
ッ
サ
！
班

森
山　

勇
輝

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

総
合
人
間
形
成
課
程
２
年

長
谷
川
万
由
美

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
授

ソ
ケ
リ
ッ
サ
！  in U

tsunom
iya

公
演
＆
講
演

事 業 名

学生活動支援事業

3



平成23年度学長懇談会 および
栃木県知事との懇談会を開催。

栃木県の観光を考える シンポジウム
「観光業の再興とニューツーリズム」を開催。

　

平
成
23
年
11
月
5
日
、宇
都
宮
大
学
峰

ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
と
ち
ぎ
主
催
の『
栃
木
県
の
観
光
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

観
光
業
の
再
興
と

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
』が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
に
は
観
光
庁
観
光
地
域
振

興
部
長
の
志
村
格
氏
を
お
迎
え
し
、観
光

を
と
り
ま
く
環
境
と
観
光
行
政
、観
光
を

核
と
し
た
地
域
振
興
、ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
、東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
等
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
志
村
格
氏
、栃
木
県
経
済
同
友
会
筆

頭
幹
事
の
板
橋
敏
雄
氏
、栃
木
県
産
業
労

働
観
光
部
参
事
の
小
針
務
氏
、作
新
学
院

大
学
教
授
の
橋
立
達
夫
氏
、陶
芸
作
家
の

島
田
恭
子
氏
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
白
鷗

大
学
教
授
の
藤
井
健
氏
を
お
迎
え
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
栃
木
県
の
観

光
業
の
再
興
に
向
け
て
の
ご
意
見
を
お

伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　平成23年11月18日チサンホテル宇都宮にて、学長懇談会および栃
木県知事との懇談会が開催されました。懇談会では「栃木県」と「大学
コンソーシアムとちぎ」の新たな連携、栃木県経済同友会とのボランテ
ィアプロフェッサーに関する協定等を協議題とし、実施に向けて、活発
な意見交換が行われました。

　

会
場
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
い

た
だ
き
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
が
、今
後

の
栃
木
県
の
観
光
振
興
・
地
域
振
興
に
貢

献
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

基調講演

会場風景

大学コンソーシアムとちぎ理事長　進 村 武 男 氏 観光庁観光地域振興部長　志  村  格 氏

4

パ　ネ　リ　ス　ト

白鷗大学教授 
藤 井　健 氏
（コーディネータ）

栃木県経済同友会筆頭代表幹事
板 橋  敏 雄 氏

陶芸作家
島 田  恭 子 氏

栃木県産業労働観光部参事
小 針　務 氏

観光庁観光地域振興部長
志 村　格 氏

作新学院大学教授
橋 立  達 夫 氏



大学コンソーシアムとちぎの
ホームページが　　　

　　リニューアルしました。

5

大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校

　大学コンソーシアムとちぎは、平成１７年４月に発足し、７年目を迎えようとしております。

　本大学コンソーシアムとちぎは、県内の１９の高等教育機関が共同して、相互の連携・交流を強化し、各大学等の教育・研究

を充実・発展させると共に、広く地域社会や産業界の活性化に貢献し、魅力ある栃木県づくりを目指すことを目的としており

ます。その目的を達成するためには、産学官連携を始め県民、市民と共生し地域力を掘り起こすシンクタンク的役割を担うこ

とが必要であると思っています。とは言っても「大学コンソ－シアムとちぎ」の知名度はまだ十分に認知されているとは思い

ませんし、序々にでも知名度をあげるために、前述の産学官連携による特色ある事業の展開や地域住民との交流の場の展

開が必要であり実施していくことが重要と考えます。

　本大学コンソーシアムとちぎ活動の一助となるよう事務局としてサポートしていきたいと思いますが、それには、構成機

関の担当者を始め、構成員の皆様のご協力、ご鞭撻が必須であります。

　本大学コンソーシアムとちぎが、皆様に知られ、親しまれ、活躍の場となるよう努力してまいりますので、皆様のご支援を

よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局担当　　原　　正巳

編集後記

足 利 工 業 大 学

宇都宮文星短期大学

作 新 学 院 大 学

獨 協 医 科 大 学

足 利 短 期 大 学

小山工業高等専門学校

作新学院大学女子短期大学部

白 鷗 大 学

宇 都 宮 共 和 大 学

関東職業能力開発大学校

佐 野 短 期 大 学

文 星 芸 術 大 学

宇 都 宮 大 学

国 際 医 療 福 祉 大 学

帝 京 大 学

50音順

大学コンソーシアムとちぎ役員（平成23年4月1日現在）

宇都宮大学長 

足利工業大学長 

国際医療福祉大学長 

文星芸術大学長 

足利短期大学長 

宇都宮共和大学長・宇都宮短期大学長 

宇都宮文星短期大学長 

小山工業高等専門学校長

関東職業能力開発大学校長

國學院大學栃木短期大学長

作新学院大学長・作新学院大学女子短期大学部学長  

佐野短期大学長 

自治医科大学長  

帝京大学長 

獨協医科大学長 

白鷗大学長 

放送大学栃木学習センター所長 

栃木県総合政策部長

社団法人栃木県経済同友会筆頭代表幹事 

宇都宮大学理事

学校法人船田教育会監事 

社団法人栃木県経済同友会専務理事

宇都宮大学地域共生研究開発センター長

理  事  長

副理事長

副理事長

副理事長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理事（事務局長）

監　　事

監　　事

進村　武男

牛山　　泉

北島　政樹

上野　憲示

谷萩　昌道

須賀　英之

上野　孝子

苅谷　勇雅

太田　正廣

中村　幸弘

太田　　周

輿水　　優

高久　史麿

冲永　佳史

稲葉　憲之 

森山　眞弓

鯨井　佑士

高橋　正英

板橋　敏雄

渡辺　直樹

内野　直忠

関澤　　繁

石井　　清

宇 都 宮 短 期 大 学

國學院大學栃木短期大学

自 治 医 科 大 学

放送大学栃木学習センター

http://www.consortium-tochigi.jp/

産学官連携サテライト事業
委員会事業委員会委員長
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